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●シリーズ特集『市町村合併を考える④』
●274人が参加　第 19回井川アップルマラソン
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十
一
月
十
八
日
、
五
城
目
町
・
八
郎
潟
町
・

井
川
町
合
併
協
議
会
に
『
新
町
ま
ち
づ
く
り

計
画
（
素
案
）』
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
井
川
町
で
は
住
民
各
世
帯
に
計
画

概
要
等
の
説
明
資
料
を
配
布
し
、
そ
の
上
で

十
一
月
十
九
日
か
ら
全
二
十
九
町
内
会
に
お

い
て
合
併
座
談
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

『
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
財
政
計
画
・

建
設
計
画
を
含
む
）』
が
示
さ
れ
て
は
じ
め

て
、
新
し
い
町
が
ど
う
い
う
町
に
な
る
の
か
、

新
町
の
イ
メ
ー
ジ
に
住
民
の
期
待
や
夢
を
描

け
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
前
回
六
月
に
開
催

し
た
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
説
明
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回
、
示
さ
れ
た
『
新
町

ま
ち
づ
く
り
計
画
（
素
案
）』
の
概
要
や
こ

れ
か
ら
協
議
さ
れ
る
事
項
の
要
点
を
み
な
さ

ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
町

が
ど
う
い
う
町
に
な
る
の
か
、
住
民
の
生
活

が
ど
う
変
わ
る
の
か
、
こ
れ
ら
を
明
ら
か
に

し
た
上
で
、
み
な
さ
ん
に
合
併
を
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
が
決
断
の
時
で
す
！

新
町
の
名
称
が
決
ま
り
、
合
併
が
決
ま
っ

た
も
の
と
考
え
て
い
る
方
が
意
外
に
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
合
併
協
議
会
で
は

合
併
を
前
提
に
協
議
し
て
き
て
い
ま
す
が
、

合
併
は
必
ず
し
も
決
ま
っ
た
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
新
町
の
ま
ち
づ
く
り
や
目
指
す
姿

が
示
さ
れ
る
こ
れ
か
ら
こ
そ
が
、
町
民
の
み

な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
合
併
の
賛
否
を
判
断

し
て
い
た
だ
く
重
要
な
時
期
な
の
で
す
。
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開
発
公
社
に
施
設
管
理
を
委
託
し
て
お
り

ま
す
が
、
管
理
費
に
使
用
料
等
を
加
え
る

と
年
間
九
千
五
百
万
円
程
要
す
る
こ
と
な

ど
で
す
。

◇
職
員
数
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
普
通
会
計
か
ら
支

出
す
る
職
員
数
を
全
国
で
同
じ
よ
う
な

人
口
数
、
産
業
構
造
・
就
業
者
数
が
似
か

よ
っ
た
自
治
体
の
平
均
値
と
比
較
し
て
み

る
と
、
五
城
目
町
の
職
員
数
は
一
六
一
人

で
五
〇
人
多
く
（
た
だ
し
、
五
城
目
消
防

署
職
員
を
含
む
）、
八
郎
潟
町
は
六
六
人

で
二
二
人
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
八
郎
潟
町
に
つ
い
て
は
保
育
園
が

私
立
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
介
護
保
険
事
業

を
社
会
福
祉
協
議
会
で
対
応
し
て
い
る
こ

と
か
ら
数
字
上
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
八
郎
潟
町
の
社
会
福
祉
協

議
会
職
員
数
は
正
職
・
臨
時
を
合
わ
せ
て

三
六
人
お
り
ま
す
（
ち
な
み
に
井
川
町
の

社
協
職
員
数
は
五
人
、
五
城
目
町
は
一
八

人
で
す
）。
井
川
町
の
普
通
会
計
職
員
数

は
七
六
人
で
、
全
国
平
均
八
五
人
と
比

べ
、
九
人
少
な
い
と
い
う
数
字
が
で
て
い

ま
す
。
特
別
会
計
か
ら
支
出
す
る
職
員
数

を
含
め
る
と
五
城
目
町
一
七
九
人
、
八
郎

潟
町
七
七
人
、
井
川
町
九
四
人
と
な
り
、

井
川
町
の
増
加
数
に
は
水
道
・
下
水
道
・

国
保
・
介
護
保
険
等
の
職
員
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

ま
た
臨
時
職
員
数
は
五
城
目
町
一
〇
七

人
、
八
郎
潟
町
三
七
人
、
井
川
町
三
六
人

で
主
に
施
設
管
理
等
の
た
め
の
職
員
で
す

が
、
五
城
目
町
で
は
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
臨
時
職
員
が
十
五
人
程
い
ま
す
。

さ
ら
に
五
城
目
町
開
発
公
社
の
職
員
が

四
五
人
お
り
、
仮
に
湖
東
町
に
な
っ
た
場

合
、
標
準
と
さ
れ
る
団
体
の
職
員
数
と
同

等
に
な
る
ま
で
に
十
三
年
か
か
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
二
九

年
度
ま
で
に
標
準
団
体
を
上
回
る
職
員
の

延
べ
人
数
は
五
五
四
人
、
人
件
費
で
四
〇

億
円
弱
か
か
り
増
し
と
な
り
ま
す
。

合
併
し
た
時
と
で
き
な
か
っ
た
時
と
の

大
き
な
違
い
は
何
か
、
財
政
面
で
考
え
る

と
合
併
特
例
債
の
発
行
と
言
え
ま
す
。
三

町
合
併
で
算
出
す
る
と
一
一
一
億
円
の
合

併
特
例
債
を
使
え
る
と
い
う
こ
と
は
以
前

か
ら
説
明
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
七

割
を
国
か
ら
実
質
的
に
は
補
助
さ
れ
る

と
し
て
も
残
り
の
三
割
は
合
併
後
に
返

還
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
新

町
の
財
政
力
等
を
考
慮
し
、
実
際
に
は
約

三
九
億
円
分
の
合
併
特
例
債
が
新
町
の
建

設
計
画
に
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
合
併

特
例
債
に
よ
っ
て
得
た
事
業
費
分
は
人
件

費
で
相
殺
さ
れ
て
し
ま
い
、
財
政
上
の
合

併
効
果
が
薄
れ
て
し
ま
う
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

協
議
の
中
で
臨
時
職
員
数
を
減
ら
す
努

力
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い

か
と
提
言
し
て
き
ま
し
た
が
、
実
効
的
な

人
員
の
削
減
計
画
は
ま
だ
出
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

◇
事
務
組
織
に
つ
い
て

仮
に
井
川
町
を
支
所
と
し
た
場
合
、
事

務
局
案
で
は
合
併
し
て
十
五
年
後
に
井
川

支
所
に
配
置
さ
れ
る
職
員
数
は
七
人
と
な

り
、
現
実
的
に
支
所
レ
ベ
ル
で
の
単
独
事

業
の
実
施
は
難
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
支
所
長
の
権
限
に
つ
い
て
も

確
定
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
こ
と
を
含
め
て

継
続
協
議
事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
本
庁
（
事
務
所
）
の
位
置
は
？

常
識
的
に
考
え
て
五
城
目
町
で
あ
ろ
う

と
想
定
し
、
協
議
を
進
め
て
き
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
最
終
的
な
合
意
に
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。

◇
財
産
の
取
扱
い
は
？

借
金
（
債
務
）
も
貯
金
（
基
金
）
も
原

則
的
に
新
町
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。貯
金（
基

金
）
の
多
い
・
少
な
い
の
差
こ
そ
あ
れ
、

合
併
し
て
同
じ
町
の
財
産
と
な
る
こ
と
で

す
の
で
、
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
と
言
え
ま

す
。
し
か
し
財
産
の
中
で
不
明
瞭
な
も
の

が
な
い
か
、
財
務
資
料
上
に
見
え
て
い
な

い
借
金
が
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
三

町
と
も
に
明
ら
か
に
し
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
協
議
の
過
程
で
五

城
目
町
開
発
公
社
の
こ
と
が
解
決
す
べ
き

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
と
し
て
は

土
地
取
引
に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
、
不
可

解
な
点
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
平
成
十
六
年

度
中
に
整
理
す
る
た
め
基
金
を
充
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
、
さ
ら
に
は

□３町の職員数の状況

五
城
目
町

八
郎
潟
町

井

川

町

湖

東

町

普通会計の一般職
（平成15年 4月 1日現在）

161 66 76 303

同規模の他団体の
平 均 値

111 88 85 200

増 減 数 50 △22 △   9 103

正 職 員 数
（平成16年 4月 1日現在）

179 77 94 350

臨 時 職 員 数
（平成16年 4月 1日現在）

107 37 36 180

五城目開発公社職員数
（平成16年4月22日現在）

45 ― ― 45

計 331 114 130 575

※正職員数は、普通会計職員に特別会計職員数を含めた
もので、井川町では水道事業特別会計・井川町診療所
特別会計等から支出される職員数を含みます

合
併
協
議
会
も
十
四
回
を
数
え
（
十
月

二
十
七
日
現
在
）、
合
併
後
の
新
町
の
あ

り
方
を
明
確
す
る
た
め
の
協
議
が
進
め
ら

れ
、
合
併
協
定
項
目
の
多
く
が
合
意
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
合
併
に
よ
る
行

政
改
革
効
果
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
さ
れ
る

財
産
の
取
扱
い
や
職
員
数
等
の
重
要
案
件

の
協
議
は
ま
だ
最
終
合
意
を
得
て
い
ま
せ

ん
。
こ
こ
で
は
こ
の
後
、
協
議
さ
れ
る
案

件
の
要
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。
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新町まちづくり計画の概要

■快適に暮らせる
美しいまちづくり

投資見込額 140 億 5,983 万円
（うち合併特例債事業30 億 6,957 万円）

〔主な事業〕
上水道施設整備事業（湖）
簡易水道整備事業（五）
公共下水道整備事業（湖）
流域下水道整備負担金（湖）
公営住宅整備〔新築・建替〕（八・井）
宅地分譲事業（井）

※広域ごみ処理施設整備負担金（湖）
雀館公園整備事業（五）
町道整備事業（湖）

※町道整備事業（井）
( 天神～新間線、下村～谷地中線の道路を拡幅します )

※防災無線整備事業（湖）
有線放送設備改修事業（井）

■心豊かな人が育ち、
育むまちづくり

投資見込額　72 億 5,291 万円
（うち合併特例債事業　6億 9,730 万円）

〔主な事業〕
五城目一中改築事業（五）

※八郎潟小大規模改造事業（八）
井川小中併設校建設事業（井）
（井川小・中学校統合校を建設します）

大川小大規模改造事業（五）
グラウンドゴルフ場整備事業（五）

※図書館整備事業（八）
生涯学習館（仮称）整備事業（井）
( 統合校整備後の井川小施設を改修し、町民ギャラリー

や学習スペース等、社会教育活動の場を整備します )

町民球場（五一中）改修事業（五）
国体関連体育館改修事業（五・八）

■活力と魅力あふれる
産業が躍進するまちづくり

投資見込額　27 億 2,354 万円
（うち合併特例債事業16 億 6,500 万円）

〔主な事業〕
ふるさと農道整備事業（五・井）
( 井川町分は小今戸～海老沢間の道路整備 )

ほ場整備事業（五・井）
林道整備事業（五・井）

※中心市街地活性化事業（湖）
（現五城目町朝市通りに朝市プラザを整備します）

※八郎湖岸開発事業（八）
（八郎湖岸にオートキャンプ場等を整備します）

公園（国花苑等）整備事業（井）
彫刻整備事業（井）
観光施設改修事業（五）

■健康でおもいやりに満ちた
まちづくり

投資見込額　14 億 3,577 万円
（うち合併特例債事業　　―　円）

〔主な事業〕
病院建設費負担金（湖）
生活支援ハウス等整備事業（井）
（町福祉エリアに高齢者向け施設を建設します）
さくら苑大規模改修事業（井）

■共に歩む参加と自立の
まちづくり

投資見込額　　7 億 3,379 万円
（うち合併特例債事業　5,100 万円）

〔主な事業〕
移動通信用鉄塔整備事業（五・井）
（携帯電話の通信施設を整備します）

庁舎改修事業（五・井）
※庁舎改修事業（八）
有線放送設備改修事業（井）

◇事業計画の中の（湖）は湖東３町で実施す
る事業、（五）（八）（井）はそれぞれ五城
目町、八郎潟町、井川町において各町の
財政計画に基づき計画されている事業で、
各々の財政力で行なわれる事業です。

◇また、※印のついているものは、合併特例
債を発行して行なわれる事業です。

十
月
十
八
日
に
提
示
さ
れ
た
『
新
町
ま

ち
づ
く
り
計
画
（
素
案
）』
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
は
十
月
中

に
各
世
帯
に
配
布
し
た
〝
合
併
座
談
会
説

明
資
料
〞
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

〔新町まちづくり計画の概要〕

○基本理念
「人」「自然」「文化」の

調和と自立ある発展
○将来像
新たな活力を創造し、
人、自然、文化の香り豊かなまち

○新町まちづくり計画投資見込総額
（平成17年～平成 27年）

262億 583万円
（うち合併特例債 39億 6,270万円）

※井川町単独の合併特例債分は

3億 4,190万円です。

シリーズ特集 市町村合併を考える
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合
併
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
？

以
前
か
ら
、『
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
』

と
比
較
検
討
す
る
た
め
に
、
合
併
で
き
な

か
っ
た
場
合
に
井
川
町
単
独
で
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
、
と
い
う
資
料
を
示
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
町
民

そ
れ
ぞ
れ
が
描
い
て
い
る
新
町
の
イ
メ
ー

ジ
を
考
え
た
と
き
、『
新
町
ま
ち
づ
く
り

計
画
』
と
比
較
し
て
今
よ
り
も
も
っ
と
便

利
で
住
み
や
す
い
町
に
な
る
と
感
じ
る
の

か
、
逆
に
不
便
で
大
変
に
な
る
と
考
え
る

の
か
は
、
井
川
町
単
独
で
や
っ
て
い
け
る

の
か
？ 

と
い
う
資
料
と
併
せ
て
比
較
し

検
討
し
て
み
な
い
こ
と
に
は
正
確
な
判
断

が
つ
き
ま
せ
ん
。

今
回
、
合
併
協
議
会
か
ら
の
『
新
町
ま

ち
づ
く
り
計
画
（
素
案
）』
の
提
示
を
受

１ 人件費を削減します
◇議会議員の定数削減、報酬の削減

◇特別職（町長等）の報酬の削減

◇非常勤特別職の定数や報酬の見直し

◇一般職員の削減
現行94人から 10年後 30人減の 64人体制
とします

◇組織機構改革の実施
課・室を統廃合し、係制からグループ制の
導入を検討します

２ 物件費等を削減します
◇施設の維持管理費の節減

◇経常経費の削減

◇補助金等の見直し

３ 事業を見直します
◇長期間実施している事業の見直し

◇需要の少ない事業・形式的に行なわれ

ている事業の見直し

◇建設事業など年度別実施計画の見直し

H17�
405�
441

�
合併した場合�

合併できなかった場合�

�

�
合併した場合�

合併できなかった場合�

1,500�

1,250�

1,000�

750�

500�

250�

0

百万円�

百万円�
1,250�

1,000�

750�

500�

250�

0

H18�
572�
502

H19�
1,460�
1,390

H20�
1,427�
1,328

H21�
1,081�
982

H22�
401�
351

H23�
400�
350

H24�
400�
351

H25�
349�
350

H26�
449�
380

H27�
302�
250

H35�
300�
250

H36�
300�
250

H17�
1,244�
1,079

H18�
1,125�
1,060

H19�
1,102�
1,109

H20�
1,121�
1,201

H21�
997�
1,150

H22�
964�
1,145

H23�
844�
1,052

H24�
729�
955

H25�
661�
840

H26�
481�
667

H27�
481�
659

H35�
416�
530

H36�
517�
579

■　合併した場合�

■　合併できなかった場合�

け
、
初
め
て
井
川
町
単
独
で
い
く
と
す
れ

ば
ど
う
な
る
の
か
「
合
併
で
き
な
か
っ
た

場
合
」
の
本
町
の
将
来
像
を
示
す
こ
と
と

し
ま
し
た
。
な
お
、
算
出
し
た
財
政
数
値

等
は
『
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
』
と
同
じ

財
政
基
準
、
特
に
歳
入
の
条
件
を
同
一
に

し
て
い
ま
す
。

〝
合
併
で
き
な
か
っ
た
場
合
〞
の
本

町
の
財
政
規
模
は
、
平
成
十
七
年
度
で

二
七
億
七
、
五
〇
〇
万
円
で
、
平
成
十
六

年
度
当
初
予
算
額
三
一
億
五
、
七
〇
〇

万
円
と
比
べ
、
三
億
八
、
二
〇
〇
万
円
の

減
。
以
後
、
十
九
年
度
か
ら
井
川
小
中
併

設
校
建
設
事
業
に
よ
り
一
時
的
に
三
七
億

円
台
と
な
り
ま
す
が
、
二
十
二
年
度
以
降

は
二
五
億
円
台
の
予
算
額
で
推
移
し
て
い

く
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
建
設
事
業
に
つ
い
て
は（
表
上
段
）

〝
合
併
し
た
場
合
〞
に
比
べ
各
年
五
千
万

円
の
減
と
し
て
算
出
し
て
い
ま
す
。
新
町

ま
ち
づ
く
り
計
画
で
は
、
合
併
後
の
平
成

十
七
年
度
か
ら
三
十
六
年
度
ま
で
の
二
十

年
間
の
本
町
分
の
投
資
見
込
総
額
は
約
一

〇
〇
億
円
。
対
し
て
〝
合
併
で
き
な
か
っ

た
場
合
〞
は
約
九
〇
億
円
と
見
込
ま
れ
、

投
資
額
の
差
は
約
一
〇
億
円
と
な
り
ま
す
。

基
金
の
積
立
て
残
額
は
（
表
下
段
）、

平
成
十
七
年
度
〝
合
併
し
た
場
合
〞

十
二
億
四
、四
〇
〇
万
円
に
対
し
〝
合
併

で
き
な
か
っ
た
場
合
〞
一
〇
億
七
、九
〇

〇
万
円
。十
九
年
度
に
ほ
ぼ
同
額
と
な
り
、

以
後
〝
合
併
で
き
な
か
っ
た
場
合
〞
の
方

が
〝
合
併
し
た
場
合
〞
よ
り
も
基
金
残
高

が
上
回
る
算
出
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
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先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
十
月
十
九
日
か
ら
二
十
七
日

の
実
質
八
日
間
、
〝
合
併
座
談
会
〞
が
全

二
十
九
町
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
合
併
座
談
会
に
は
、
合
併
協
議

会
で
提
示
さ
れ
た
『
新
町
ま
ち
づ
く
り
計

画
（
素
案
）』
の
概
要
と
、
併
せ
て
〝
合

併
で
き
な
か
っ
た
場
合
〞
の
本
町
の
姿
を

説
明
資
料
と
し
て
事
前
に
町
内
全
世
帯
に

配
布
し
、
座
談
会
で
住
民
の
み
な
さ
ん
の

意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
合
併
座
談
会
の
席
上
、
み
な

さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◇
湖
東
町
に
な
っ
た
場
合
、
中
心
街
は
整

備
さ
れ
、
さ
び
れ
る
事
は
無
い
と
思
う

が
、
大
台
の
よ
う
な
へ
き
地
は
合
併
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
圏
に
お
い
て
も

見
離
さ
れ
る
の
で
、
合
併
の
気
運
に
は

な
れ
な
い
。

◇
合
併
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
公
民
館

分
館
の
維
持
管
理
が
危
惧
さ
れ
る
。

◇
職
員
数
の
削
減
の
提
案
は
支
所
の
機
能

維
持
を
図
る
上
で
、
達
成
は
可
能
な
も

の
か
。

◇
農
協
合
併
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
支
所

は
不
便
に
な
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
低
下

し
、
住
民
の
負
担
が
大
き
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。

◇
国
か
ら
の
交
付
税
の
減
額
で
、
自
立
で

き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
合
併
の
話

に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
自
立
で
き
る

と
す
れ
ば
合
併
の
必
要
は
な
い
。

◇
「
合
併
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
の
が
前
提
で
合
併
の
方
向
に
向
い
て

き
た
が
、
支
所
で
い
ず
れ
七
人
に
な
る

と
い
う
の
で
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
低
下

す
る
。
地
域
に
と
っ
て
は
サ
ー
ビ
ス
が

一
番
の
問
題
。
学
校
を
建
設
し
て
も
基

金
を
維
持
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
合
併

し
な
い
ほ
う
が
良
い
。

◇
合
併
に
期
待
し
て
い
た
が
、
格
差
が
あ

り
す
ぎ
る
。
五
城
目
町
の
職
員
数
が
多

い
。
年
度
毎
の
採
用
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

◇
当
初
、
湖
東
五
町
の
合
併
で
は
賛
成
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
五
城
目
町
に
投

資
さ
れ
て
い
く
の
で
は
と
心
配
。
合
併

特
例
債
も
返
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
し
、
将
来
は
ど
う
な
る
の
か
。

◇
開
発
公
社
の
問
題
が
解
決
さ
れ
な
い
の

は
不
安
。
確
か
な
回
答
が
出
さ
れ
て
い

な
い
の
は
不
安
で
あ
る
。

◇
協
議
会
を
傍
聴
し
て
い
る
が
、
重
要
な

問
題
を
先
送
り
し
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
て
不
安
だ
。

◇
問
題
点
に
つ
い
て
は
先
送
り
に
し
な
い

で
、
す
べ
て
解
決
し
て
か
ら
合
併
し
て

も
ら
い
た
い
。
不
透
明
な
部
分
は
す
べ

て
明
ら
か
に
し
て
か
ら
合
併
す
る
べ
き

で
あ
る
。

◇
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
た
め

に
、
調
整
期
間
を
持
っ
て
臨
ん
だ
方
が

良
い
。

◇
合
併
有
り
き
で
考
え
て
い
た
が
、
合
併

し
て
も
何
も
良
い
こ
と
が
な
い
。
し
か

し
合
併
し
な
け
れ
ば
他
町
村
が
合
併
し

て
い
く
中
で
取
り
残
さ
れ
る
気
が
す
る

の
で
は
な
い
か
。

◇
〝
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
つ
く

る
〞
の
原
点
に
立
ち
、
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
き
た
井
川
町
は
、
財
政
面
で
も

成
果
が
出
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
今
後

も
単
独
立
町
を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
。

◇
今
後
、
予
想
さ
れ
る
高
齢
社
会
に
対
応

し
た
行
政
を
考
え
る
な
ら
ば
、
身
近
な

行
政
で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
単
独
町
で

い
く
べ
き
で
あ
る
。

◇
合
併
し
な
い
場
合
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
無

い
の
か
、
無
い
と
す
れ
ば
町
が
小
さ
い

ほ
ど
意
見
も
通
り
や
す
い
し
、
民
主
的

だ
。住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
も
で
き
る
し
、

合
併
の
必
要
は
無
い
と
思
う
。

◇
三
町
共
に
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
ま
ち

づ
く
り
に
特
徴
的
な
も
の
も
あ
る
し
、

相
違
点
も
あ
る
。
今
回
の
合
併
で
も
そ

れ
ぞ
れ
の
町
の
考
え
方
に
も
相
当
の
く

い
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

◇
総
論
で
は
合
併
賛
成
だ
が
、
各
論
で
は

反
対
だ
。
三
町
で
は
メ
リ
ッ
ト
が
な
い

の
で
、
早
め
に
反
対
の
意
思
表
示
を
し

た
方
が
良
い
の
で
は
。
自
立
し
て
よ
り

良
い
井
川
町
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

◇
合
併
す
る
と
す
れ
ば
目
先
を
見
る
の
で

は
な
く
、
将
来
を
考
え
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

◇
合
併
す
る
と
い
う
こ
と
は
互
い
の
良
く

な
い
と
こ
ろ
を
直
し
て
、
進
ん
で
い
く

の
が
本
筋
。
合
併
と
い
う
方
向
に
向
い

て
、そ
の
中
で
直
し
て
い
く
の
が
良
い
。

シリーズ特集 市町村合併を考える
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合
併
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
す

「
ど
う
せ
合
併
す
る
ん
だ
べ
」

そ
ん
な
気
持
ち
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

合
併
は
こ
の
地
域
に
住
む
み
な
さ
ん
の

生
活
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。

合
併
し
て「
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
」

こ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
無
い

よ
う
、
こ
の
地
域
に
住
む
町
民
一
人
ひ
と

り
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
合
併
問
題
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

こ
の
後
、
十
八
歳
以
上
の
町
民
を
対
象

に
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
住
民
の
意
向
を
合
併
協
議

に
反
映
さ
せ
る
も
の
で
、
町
で
は
町
民
み

な
さ
ん
の
合
併
賛
否
の
意
向
を
知
る
重
要

な
数
値
資
料
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
務
課   

有
線　

４
５
６
１

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
１

情
報
課　

有
線　

４
５
６
６

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
３

今
、「
合
併
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
行
な
う
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
て
い
る
方

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
合

併
は
こ
れ
ま
で
の
本
町
の
行
政
ス
タ
イ

ル
を
根
本
か
ら
変
え
る
こ
と
に
な
り
、
合

併
に
よ
り
不
便
に
な
る
こ
と
・
充
実
さ
れ

る
こ
と
等
様
々
な
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
合
併
後
の
行
政
体
制
が
は
っ
き
り
し

な
い
こ
と
や
合
併
協
議
会
に
提
出
さ
れ
る

資
料
が
充
分
で
な
い
等
課
題
は
あ
り
ま
す

が
、
広
報
い
か
わ
や
合
併
協
だ
よ
り
、
合

併
座
談
会
の
説
明
資
料
等
か
ら
判
断
し
て

回
答
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇

座
談
会
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が

何
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
れ
ば
「
合
併
」
ま
た

は
「
単
独
」
を
決
す
る
の
か
と
い
っ
た
質

問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
住
民
投
票
と
は
違

い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
あ
く
ま
で
今
後
の
対

応
の
参
考
と
す
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の

で
す
。
し
か
し
町
民
の
多
く
が
一
方
を
選

択
し
た
場
合
は
、
そ
の
意
思
を
尊
重
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
果
は
、
広
報
い
か
わ
十
二
月
号
で
お

知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
議
会
と
も
協
議

し
て
対
応
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
合
併

が
必
要
で
あ
る
」
が
過
半
数
を
上
回
る
こ

と
が
で
き
ず
、「
判
断
材
料
が
ほ
し
い
」「
新

町
の
姿
を
示
し
て
ほ
し
い
」「
自
立
計
画

を
示
し
て
ほ
し
い
」
等
の
意
見
を
付
し
て

保
留
し
た
方
も
数
多
く
お
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
今
回
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
先

立
ち
、
合
併
し
た
場
合
の
財
政
計
画
数
値

に
行
政
改
革
で
削
減
で
き
る
経
費
等
を
勘

案
し
て
合
併
で
き
な
か
っ
た
場
合
の
財
政

計
画
を
策
定
し
、
合
併
座
談
会
資
料
と
し

て
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

新
町
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
含
め
、
協

議
の
す
べ
て
が
終
了
し
て
は
い
ま
せ
ん

が
、
現
段
階
で
の
判
断
を
お
願
い
す
る
も

の
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
十
一
月
十

日
に
配
布
、二
十
日
ま
で
に
回
収
し
た
後
、

集
計
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

合
併
正
副
会
長
会
議
に
提
示
さ

れ
た
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
、
事

務
機
構
を
中
心
に
し
た
合
併
座
談

会
は
先
月
末
ま
で
全
町
内
で
終
了

し
た
。
今
後
、
合
併
協
議
会
で
議

論
を
積
み
上
げ
て
、
合
意
す
れ
ば

正
式
に
決
定
す
る
。
こ
の
計
画
は

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
も
あ
り
、
新
町

の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
も
あ
る
。

住
民
に
と
っ
て
は
合
併
の
適
否
を

判
断
す
る
具
体
的
な
資
料
の
役
目

を
担
う
。町
づ
く
り
の
基
本
方
針
、

具
体
的
な
建
設
事
業
、
財
政
計

画
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
座
談
会
や
議
会

か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
合
併
で
き

な
か
っ
た
場
合
を
想
定
し
た
本
町

の
財
政
推
計
や
事
務
的
に
作
っ
た

行
政
改
革
方
針
も
提
示
し
た
。

座
談
会
で
は
様
々
な
視
点
か

ら
論
議
や
意
見
を
い
た
だ
い
た

が
、
集
約
す
れ
ば
①
様
々
な
問
題

が
あ
っ
て
も
、
合
併
後
に
解
決
す

れ
ば
良
い
②
当
初
、
合
併
し
な
け

れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
と
の
説
明

で
合
併
に
賛
成
し
た
が
、
自
立
で

き
る
な
ら
反
対
③
過
剰
な
職
員
数

が
適
正
化
す
る
ま
で
時
間
が
か
か

り
過
ぎ
、
こ
う
し
た
人
件
費
用
と

合
併
の
優
遇
策
で
あ
る
特
例
債
発

行
額
39
億
円
と
ほ
ぼ
同
額
で
は
合

併
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
か
せ
な
い
。

慎
重
に
す
べ
き
だ
④
支
所
に
な
り

職
員
数
も
少
な
く
な
っ
て
、
こ
れ

ま
で
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
維
持
可

能
と
は
思
え
な
い
。
不
安
だ
⑤
賛

否
は
住
民
投
票
で
決
め
た
ら　

―

等
々
。

従
来
の
座
談
会
で
は
賛
否
の
い

ず
れ
か
一
方
に
傾
き
が
ち
だ
っ
た

が
、
今
回
は
会
場
に
よ
っ
て
は
白

熱
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
た
り
、

疑
問
点
を
質
す
な
ど
、
雰
囲
気

は
相
当
変
わ
っ
た
。
具
体
的
な
資

料
の
提
示
に
よ
っ
て
論
議
が
可
能

に
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
合
併

の
是
非
は
町
や
住
民
に
と
っ
て
は

最
重
要
の
意
思
決
定
で
、
い
ず
れ

の
結
果
に
な
っ
て
も
す
べ
て
の
住

民
が
満
足
す
る
こ
と
は
な
い
。
だ

か
ら
こ
そ
論
議
を
尽
く
し
、
問
題

を
先
送
り
す
る
こ
と
無
く
、
納
得

し
た
上
で
決
定
す
べ
き
こ
と
だ
と

思
う
。
支
所
に
な
っ
て
住
民
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
す
る
不
安
は
心
情
的

に
は
理
解
で
き
る
。
だ
が
、
人
口

二
万
五
千
人
前
後
の
町
で
は
一
般

的
に
は
支
所
は
な
い
。
福
祉
や
高

齢
者
対
応
に
は
英
知
を
発
揮
す
る

こ
と
は
欠
か
せ
な
い
。
住
民
投
票

に
よ
る
決
定
も
一
方
法
に
は
違
い

な
い
が
、
思
考
停
止
状
態
に
な
ら

な
い
限
り
、
安
易
に
採
用
す
べ
き

で
は
な
い
と
、私
は
考
え
て
い
る
。

合
併
で
き
な
い
場
合
で
も
、
議
員

定
数
の
削
減
、
収
入
役
制
度
の
廃

止
、
特
別
職
の
報
酬
カ
ッ
ト
、
10

年
間
で
職
員
30
人
の
削
減
な
ど
徹

底
し
た
行
政
改
革
が
必
要
だ
。
合

併
す
る
、
し
な
い
の
い
ず
れ
に
も

そ
れ
相
当
の
覚
悟
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
だ
け
は
確
か
だ
。
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給与�
状況�

1

2

給与�
状況�
給与�
状況�

井川町職員� 等の�

お知らせ�
町職員の給与の実態について、そのあらましをお知らせ�
します。町職員の給料は国やほかの地方公共団体との均�
衡を考慮しながら、町議会の審議を経て条例で定められ�
ています。�

人件費�
15年度の普通会計決算、歳出に占める割合。�
人件費には、特別職の給料や報酬も含みます。�

職員給与費�
（平成16年度一般会計当初予算の職員給与費）�

6 一般行政職の級別職員数�
（平成16年４月１日）�

3 平均給与月額・平均年齢�
（平成16年４月１日）�

4 初任給�
（平成16年４月１日）�

井川町�

一　般　行　政　職� 技　能　労　務　職�

平均年齢�

44歳�

平均年齢�

52歳�

平均給料月額�

310,978円�

平均給料月額�

265,838円�

大学卒�

短大卒�

高校卒�

一般行政職�

初任給�

170,700円�

148,500円�

138,800円�

採用2年経過時給料額�

184,400円�

160,200円�

148,500円�

区　　分�

5 経験年数別平均給料月額�

209,583円�

242,800円�

271,420円�

経験年数10年～15年�

経験年数15年～20年�

経験年数20年～25年�

一
般
行
政
職�

高
　

校
　

卒�

0�

11�

9�

15�

7�

5�

9�

3�

59

主事補�

主事�

主任�

主査�

係長�

課長補佐�

課長�

課長�

１　　級�

２　　級�

３　　級�

４　　級�

５　　級�

６　　級�

７　　級�

８　　級�

合　　計�

　６　月　期　�

12　月　期　�

計�

0.0%�

 18.6％�

15.3％�

25.4％�

11.9％�

8.4％�

15.3％�

5.1％�

100.0％�

区　　　分� 標準的な�
職務内容� 職　員　数� 構　成　比�

7 職員手当�

　職員の給料表は職務に応じてわかれています。上記のもの�
は一般行政職の職員に適用されている給料表によるものです。�

退職手当は退職したときの給料月額に上記の支給割合を乗じ�
て支給されます。�

①期末・勤勉手当（支給割合は国と同じ）�

期　末　手　当�

平成15年4月1日� 平成16年4月1日�

1.55月分�

1.7月分�

3.25月分�

勤　勉　手　当�

0.7月分�

0.7月分�

1.4月分�

期　末　手　当�

1.4月分�

1.6月分�

3.0月分�

勤　勉　手　当�

0.7月分�

0.7月分�

1.4月分�

勤　続　20　年�

勤　続　25　年�

勤　続　30　年�

最高限度額�

②退職手当（平成15年４月１日）�

自　己　都　合�

21.00月分�

33.75月分�

41.25月分�

60.00月分�

勧奨・定年�

28.875月分�

43.335月分�

52.965月分�

60.99月分�

支給割合�

人件費人件費��
以外の経費以外の経費��
人件費�
以外の経費�

給料給料��
22億億9,0039,003万円万円�� 期末・勤勉手当期末・勤勉手当��

11億億1,2511,251万円万円��

給料�
2億9,003万円� 期末・勤勉手当�

1億1,251万円�

職員手当�
3,880万円�

人件費人件費��
66億億6,9806,980万円万円��
（人件費率（人件費率21.921.9％）％）��

人件費�
6億6,980万円�
（人件費率21.9％）� 歳出額�

30億5,557万円�

特別職の給料、手当は含みません。職員手当には退職手当は�
含みません。�

参考：平成15年度末住民基本台帳�
　　　人口6,065人�

～14年度～�
・歳出額�
　33億5,268万円�
・人件費�
　6億9,632万円�
・人件費率�
　20.8％�

一人当たりの給与費　　　　　　　�
573万円（平成15年度560万円）�

給与費総額�
4億4,134万円�
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8 特別職の給料等の状況 

町税事務従事者 

診　療　所　職　員 

診療所職員には医師も含まれています。診療所の特殊勤務手当には患 
者取扱調整手当、往診手当、レントゲン手当、夜勤手当が含まれます。 

職員数は一般職に属する職員であり、地方 
公務員の身分を保有する休職者などを含み、 
臨時、非常勤職員を除いています。 

③特殊勤務手当（支給されている職員は次のとおりです。） 
支給職員数 

５ 

９ 

全職員に占める割合 

5.1％ 

9.2％ 

一人当平均支給年額 

12,000円 
144,194円 

④時間外手当（平成15年度分） 
支　給　総　額 

職員一人当たり支給年額 

⑤扶養手当・住居手当・通勤手当（平成16年４月１日） 
手　当　名 

6,971,625円 
85,020円 

13,500円 
6,500円 
6,000円 
11,000円 
6,000円 
5,000円 
27,000円 
2,500円 

 
55,000円 
24,500円 

配偶者 

　　　　　　　　　　　１人につき 

　　　　　　　　　　　２人目から 

配偶者がない場合、　　１人につき 

　　　　　　　　　　　２人目から 

その他の分（３人目から） 

借家の場合の支給限度額 

持ち家の場合の支給額 

※新築から５年まで 

交通機関利用の場合の支給限度額 

自動車等利用の場合の支給限度額 

区　　　分 支　給　額 

区　分 

町　長 

助　役 

収入役 

教育長 

区　分 

議　長 

副議長 

議　員 

給与（報酬）月額 

835,000円 

630,000円 

590,000円 

550,000円 

給与（報酬）月額 

280,000円 

250,000円 

235,000円 

期末手当 

6月期　1.6月分 

12月期　1.7月分 

　　計　　3.3月分 

9 部門別の職員数 

議　　会 
総務企画 
税　　務 
民　　生 
衛　　生 
農　　林 
商　　工 
土　　木 

2 
19 
5 
15 
8 
8 
1 
3

2 
20 
4 
14 
9 
6 
1 
3

 
＋1 
－1 
－1 
＋1 
－2 
 
 
 
 
 

診　療　所 
水　　道 
下　水　道 
そ　の　他 

10 
4 
2 
4

9 
4 
2 
5

－1 
 
 

＋1

 

平成16年度 平成15年度 

対前年 
度比 

教　育 

普通会計計 

合　　　計 

小　　計 

区　　　分 

部　　　門 

20 

96

20 

94

 

－2

15 15  

76 74 －2

職　　員　　数 

一
般
行
政
部
門 

企
業
会
計 

特別 
行政 
部門 

扶養親族でない 
配偶者がある場合、 

住　居　手　当 

通　勤　手　当 

扶　養　手　当 

井川町こどもセンター園児募集します井川町こどもセンター園児募集します
―平成 17 年度入園―

☆対象児童
０歳児から５歳児まで
☆保育時間
１日の保育時間は８時間を標準としていま
す。井川町の場合、月曜日から金曜日まで
は午前７時 40分から午後４時 30分、土
曜日は午前７時 40分から午前 11時 30
分までとなります。なお、退園時間につい
て希望があれば個別に相談に応じます。
（午後7時まで延長保育も実施しています）
☆保育内容
乳児保育、障害児保育なども行ないます。
また、平成 17年度から一時保育を実施し
ます。
☆保育料
保護者等の所得に応じて保育料を算定しま
す。（徴収金基準額表に基づき保育料を決
定します）

☆対象児童
○５歳児　平成 11年４月２日

～ 12年４月１日生まれ
○４歳児　平成 12年４月２日

～ 13年４月１日生まれ
※５歳児対象で、現在幼稚園に入園している
児童は入園手続きの必要はありません。
☆保育時間
１日の保育時間は４時間を標準としていま
す。月曜日から金曜日までの午前７時 40
分から午後１時 15分までとし、延長保育
は行ないません。
☆保育料等
保育料 月額７，０００円
給食費 月額３，５００円程度

11月 26日 ( 金 ) 午前 10時から午後３時
まで、町農村環境改善センターで受付けしま
す。保育園を希望される方は「入所申請書」「就
労・内職証明書」など、必要な書類を提出し
てください。
くわしくは町教育委員会までお問い合わせ
ください。電話０１８(８７４)４４２４ 有線４５３８

給与�
状況�
給与�
状況�

人件費�
以外の経費�

給料�
2億9,003万円� 期末・勤勉手当�

1億1,251万円�

人件費�
6億6,980万円�
（人件費率21.9％）�
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公民館だより�

TEL（874）4422　　有線4443

読み聞かせセミナー
と　き：11月10日（水）　午後7時～9時
会　場：井川町公民館
講　師：グループかぜ代表　谷　京子氏
内　容：「絵本の読み方・選び方」
　　　　講話と実技指導
＊町民の方、どなたでも参加できます。
希望者は11月9日まで公民館へお申込み下さい。

いろんな世界が待ってるヨ！
公民館図書室

　朝夕はめっきり冷え込み、秋も深まってまいりました。
今月号の本の紹介をします。じっくりと読んでみてください。

ゆびくん 五味　太郎／岩崎書店
　独創的な作風のユニークな作品です。さぁ次はどうなるのか
な？……と親子で楽しみながらどうぞ……。

はなくそ アラン・メッツ／パロル舎
　子ぶたのジュールはジュリーを助けるために勇気を出してオ
オカミに立ち向かいます。はたして彼女を救うことができるで
しょうか……？

ハリー・ポッターと不死鳥の騎士団○上・○下
Ｊ . Ｋ . ローリング／静山社

　ハリーは１５歳。ホグワーツ校の５年生！　またしても夢が
ハリーを苦しめる。ハリーを待ち受ける運命は何か？…（上巻）  
ついに明かされるハリーの運命！　真実を語る賢人ダンブルド
アの目に涙が光る。さぁ、みんなも涙を拭いて、ハリーと一緒
に戦おう！……（下巻）

銀河鉄道の夜 藤城清治（原文・宮沢賢治）／講談社
　ジョバンニのカムパネルラへの思いは、暗い孤独と悲しみの
旋律を奏で、青春時代の親友との別れや妹との死別の影が描か
れ、作者の幻想の世界と現実の世界の境界を見ることができる。
……（解説文より）

「逢いたい」第２集 愛しい人へ 永　六輔／大和書房
　亡き父、母、子ども、肉親……忘れられない人に逢いたいと
いう切ない想いの手紙が一冊の本になりました。（今回は第２集）

世界の中心で、愛をさけぶ 片山　恭一／小学館
　十数年前。　高校時代。　恋人の死。
『喪失感』から始まる魂の彷徨の物語。ＴＶや映画で日本中を話
題の渦に巻き込んだ超大作 !!

平成16年度県民読書活動総合推進事業　絵本リサイクル事業

絵本の「無料配布会」開催！
　秋田県教育委員会では、幼児期からの読書活動推進のために、ご
家庭の書棚で眠っている「絵本」をリサイクルし、幼稚園や保育所、
児童館などに提供します。
　つぎのとおり無料配布会を開催しますので、ぜひおいでください。
〇日　時　平成16 年 11 月 18 日（木）～11 月 21 日（日）
　　　　　午前10 時 30 分～午後３時まで
〇会　場　男鹿市船川北公民館
〇対　象　幼稚園・保育所、児童館等の施設・機関、乳幼児を持つ家庭
〇お問い合わせ
　　　　　中央地区リサイクルセンター　TEL018-896-5115
　　　　　秋田県教育庁生涯学習課社会教育班　TEL018-860-5184

全町卓球大会
と　き：11月14日（日）　
　　　　午前8時45分抽選　9時開会式
会　場：町民体育館
参　加：団体　3～4人1チーム
　　　　（シングルス2　ダブルス1）
　　　　個人（シングルスのみ）
申込〆切：当日　午前8時30分

おはなしキャラバン
と　き：11月27日（土）　
　　　　午前10時～11時30分
会　場：井川町公民館
内　容：ボランティア「こはぜ」による人形劇、

紙芝居、影絵エプロンシアターなどの
「おはなし」を楽しみます。

＊町民の方、どなたでも参加できます。

教室・講座 開催日 備考

いかわキッズ・クラブ
23 日（火）10：00 陶芸

27 日（土）10：00 おはなしキャラバン

和太鼓サークル
13 日・27 日
（土）

会場　公民館

英 会 話 教 室
10 日、17 日
24 日（水）

会場　公民館

手 話 講 座 2日、16 日（火） 会場　公民館

３B 体操講座 17 日（水） 会場　公民館

絵 手 紙 講 座 4日、18 日（木） 会場　公民館

井川高齢大学・
大学院

25 日（木）
会場　国花苑、
　　　小学校
ふれあい学習

いきいき女性セミナー 10 日（水） 移動研修（岩手県）

お茶を楽しむ 30 日（火） 会場　公民館

街 のいい顔のいい顔　　み～つけた！み～つけた！
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二
七
四
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が

ゴ
ー
ル
を
め
ざ
す

十
月
十
七
日
、
第
十
九
回
井
川
ア
ッ
プ

ル
マ
ラ
ソ
ン
が
町
民
体
育
館
前
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
一
〇
㌔
コ
ー
ス
に
九

人
、
五
㌔
コ
ー
ス
に
三
四
人
、
三
㌔
ペ
ア

に
一
一
六
組
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
そ
れ
ぞ
れ

の
走
力
に
あ
わ
せ
た
ペ
ー
ス
で
一
路
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
ま
す
。

秋
晴
れ
に
彩
ら
れ
た
沿
道
で
は
選
手
の

家
族
や
地
域
の
人
た
ち
か
ら
拍
手
と
声
援

が
送
ら
れ
、
ラ
ン
ナ
ー
達
の
走
り
も
一
層

軽
や
か
に
赤
く
色
づ
い
た
ア
ッ
プ
ル
ロ
ー

ド
を
駆
け
抜
け
て
い
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
み
な
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
の
み

な
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

【10㌔コース】
高校生男子
 1位　小林 一徳（五城目町） 44分19秒
18-39歳男子
 1位　田代 正樹（秋田市） 41分06秒
40歳代男子
 1位　小森 正徳（五城目町） 40分21秒
 2位　土橋 大生（八郎潟町） 55分44秒
50歳代男子
 1位　佐藤 　実（五城目町） 37分48秒
 2位　今野 国男（山本町） 44分59秒
 3位　佐々木 鈞（八竜町） 48分08秒
一般女子
 1位　田村 友理（天王町） 39分46秒

【5㌔コース】
中学生男子
 1位　浅野 高馬（井川町） 19分05秒
 2位　浅野 幸太（井川町） 19分48秒
 3位　浅野 金浩（井川町） 20分34秒
29歳以下男子
 1位　菅原 大介（男鹿市） 16分40秒
40歳代男子
 1位　鈴木 昭浩（男鹿市） 17分32秒
 2位　田村 義直（天王町） 18分30秒
 3位　花田 　博（秋田市） 20分07秒
50歳代男子
 1位　三村 儀光（琴丘町） 19分08秒
 2位　小原 忠夫（秋田市） 20分31秒
 3位　佐々木次夫（五城目町） 21分08秒
60歳代男子
 1位　伊藤 勇一（井川町） 22分25秒
 2位　伊藤 祐紀（男鹿市） 26分01秒
29歳以下女子
 1位　武田さつき（八郎潟町） 29分04秒
30歳以上女子
 1位　冨樫留美子（飯田川町） 21分18秒

【3㌔メートルペア】
家族の部
 1位　佐藤宇宙・佐藤智幸（本荘市） 12分06秒
 2位　湊供日児・湊　佳祐（井川町） 12分08秒
 3位　鈴木昭浩・鈴木諒祐（男鹿市） 12分26秒
小学校1-3年の部
 1位　伊藤匠汰・湊　俊樹（井川町） 11分49秒
 2位　半田莉菜・安田　楓（井川町） 12分09秒
 3位　金野加奈・小玉奈実（井川町） 13分04秒
小学校4-6年の部
 1位　三戸美貴・伊藤瑞穂（井川町） 10分07秒
 2位　武塙健太・湊　佳之（井川町） 10分19秒
 3位　伊藤　梓・伊藤璃菜（井川町） 10分22秒
中学生女子の部
 1位　松岡里子・松田　渚（井川町） 11分29秒
 2位　渡部夏澄・藤田恵里佳（井川町） 11分36秒
 3位　三浦　彩・鷲谷彩紀（井川町） 11分47秒
フリーの部
 1位　伊藤紀晃・白川晃司（井川町） 11分30秒
 2位　伊藤　優・石井裕人（井川町） 12分02秒
 3位　小沼啓輔・工藤大地（井川町） 12分05秒

第19回�
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井川小学習田稲刈り

今春５月 18日に田植え作業が行なわれた
井川小学習田も収穫の季節を迎えました。鎌
を手にした５年生 57名は、９月の台風や前
日までの雨天によりぬかるんだほ場に悪戦。
生徒たちからは「自分たちの手で植えた苗が
無事に穂をつけ育ってくれて嬉しい。お世話
になった町農業委員のみなさん、ありがとう
ございました」と感謝の言葉がありました。
収穫したお米は“だまこ鍋”にして味わっ
たそうです。新米のお味はどうでしたか？

第29回老人スポーツ大会

健康で明るく、互いに交流しながら楽しく
運動をしようと第 29回井川町老人スポーツ
大会が町民体育館を会場に開催され、15団
体の老人クラブ・約 300人が汗を流しまし
た。日頃、国花苑などでグラウンドゴルフ
やゲートボールなど運動をされている方も多
く、体力自慢とばかりのハッスルプレーの連
続に会場からは大きな拍手と声援が送られて
いました。
〔結 果〕優　勝　井内老人クラブチーム

準優勝　大麦老人クラブチーム
第３位　上村老人クラブチーム

秋のメロディーを

井川中学校吹奏楽部による秋のコンサート
が、町農村環境改善センターを会場に行なわ
れました。練習の成果を広く町民に聞いても
らい、音楽を楽しんでもらおうと、プログラ
ムは３部構成 11曲。永遠の名曲から最新の
ヒット曲まで、どこかで耳にしたことのある
親しみやすい楽曲を演奏しました。
真剣な演奏に聞き入った会場からは、時折、
演奏に合わせた１年生による踊りや、人気韓
国ドラマ「冬のソナタ」に身を扮した父母ら
が登場などの演出に笑顔もこぼれました。

10/4

10/13

10/16
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さくら苑祭・桐ヶ丘祭

この日、第５回さくら苑祭・第 19回桐ヶ丘
祭がそれぞれの施設、特別養護老人ホームさく
ら苑・身体障害者療護施設桐ヶ丘療護園で開催
され、施設利用者とその家族の方、また町内か
らも多くの入場者があり、大いに賑わいました。

おめでとうございます
環境保全事業功労者表彰

田中町内の白川テイ子さんが平成 16年度
環境保全事業功労者表彰（秋田県秋田中央保
健所長表彰）を受けました。
白川さんは、井川さくら駅舎・駅前広場の
清掃や、町内全戸へ季節の花のプランター配
布など地域の美化意識の向上に率先して取り
組み、地域の美化・環境保全につなげた功績
が認められ、この度の表彰となりました。

どれが大きいかな？

コミュニティセンター (葹田地区 )では、地
域の子どもたちによる“イモ掘り”が行なわれ
ました。自らの手で植えた苗が成長し、今年も
大きなサツマイモが実りました。
土を掘るたびに大小のイモがゴロゴロ顔を出

してきます。子どもたちはイモの大きさ比べに
大はしゃぎ、自慢げな笑顔でサツマイモを抱え
ていました。

さくら苑祭のオープニングは施設利用者と職
員による合唱。秋の紅葉に彩られたステージで
「もみじ」、「手のひらを太陽に」などを歌いま
した。その後は青森県弘前市から「夢弦会」を
お招きしての津軽三味線ライブ。本場の音の迫
力を楽しみました。

桐ヶ丘祭では電子ピアノや大正琴などを施設
利用者自ら演奏し、合唱を披露。また職員によ
る踊りなどのアトラクションに、会場から拍手
と笑い声が絶えない一日となりました。

10/16
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2020歳�
第1号被保険者号被保険者� 2222歳�

第1号被保険者号被保険者�

2323歳�
第2号被保険者号被保険者�

2828歳�
第3号被保険者号被保険者�

4141歳�
第1号被保険者号被保険者�

4646歳�
第3号被保険者号被保険者�

5050歳�
第1号被保険者号被保険者� 5252歳�

第2号被保険者号被保険者�

6565歳�

20歳�
第1号被保険者� 22歳�

第1号被保険者�

23歳�
第2号被保険者�

28歳�
第3号被保険者�

41歳�
第1号被保険者�

46歳�
第3号被保険者�

50歳�
第1号被保険者� 52歳�

第2号被保険者�

65歳�

市役所へ行き、初めて�
国民年金に加入する。�
大学生のため「学生納�
付特例」を同時に申請�
する。�

大学を卒業するが、就�
職先がなくフリーター�
となる。保険料は、老�
後のことを考え、毎月�
納付した。�

就職先が決まり、�
厚生年金に加入す�
る。市役所に確認�
したら、国民年金�
の喪失の届出は自�
動的に処理される�
とのこと。�

結婚を期に退職。夫の�
扶養に入る手続きをす�
る。年金の切り替え手�
続きは、夫の会社がや�
ってくれるそうだ。年�
金保険料は、第３号被�
保険者になるので直接�
納付する必要はないと�
のこと。�

ハローワークで、１日５時間の�
パートの仕事が見つかったので、�
働くことにした。夫から「扶養�
に入れないので、国民年金と国�
保の手続きをするように。」と会�
社から指示があった。市役所へ�
行き、国民年金と国保の加入手�
続をする。国民年金の保険料は、�
月額「13,300円」、口座振替も可�
能ということで同時に手続きを�
する。�

夫が退職することになる。夫と�
二人で、国民年金と国保の手続�
きをするが、住宅ローンや子供�
の学費等の支払いもあり、なる�
べく出費を抑えたい。市役所で、�
退職による国民年金の加入に�
ついては、保険料の支払いが免�
除される。「申請免除制度」を勧�
められ、申請する。保険料を納�
めなくとも、国庫負担分の3分�
の1は年金として給付される�
とのこと。�

夫が、会社を興す。有限会社なので、�
厚生年金に加入する。妻の私も常勤�
の役員のため、厚生年金に加入した。�

夫が会社を譲ることに�
したため、私も退職し、�
年金を受けることにし�
た。�

パートをやめ、収入が�
なくなったので、夫の�
扶養に入る手続きをす�
る。�
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年
金
週
間
で
す

社
会
保
険
庁
で
は
、
十
一
月
六
日

か
ら
十
二
日
ま
で
を
「
年
金
週
間
」

と
定
め
、
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

な
い
ま
す
。

年
金
は
、
あ
な
た
が
主
人
公
で

す
！
年
金
制
度
の
意
義
や
役
割
を
正

し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

11 月7 日～13 日は です
火は消した？　いつも心に　きいてみて(統一標語)

―火の用心　６つのポイント―
1 家のまわりに燃えやすいものを置かない
2 寝たばこやたばこの投げ捨てはしない
3 天ぷらを揚げるときは、その場を離れない
4 子どもにマッチやライターで遊ばせない
5 電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない
6 ストーブには、燃えやすいものを近づけない

来年、2005 年版の「あきた県民手帳」が
発行されます。10 月中旬頃から秋田県内
の書店(秋田協同書籍取扱店)、県内のロー
ソンで販売。
なお、役場等での購入予約の受付は行な

いませんのでご了承ください。

は
役場町民課　国民年金窓口まで
　　電話　（874）4414
　　有線　4431
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退職者医療制度退職者医療制度
　　会社や役所に勤めて退職し、厚生年金や共済年金をもらっ
ている 75歳未満の人で、国保に加入した人とその家族は、退
職者医療制度によって医療を受けることになります。　

１　退職被保険者の条件

　次の条件にあてはまることが必要です。

国保に加入している人で
■厚生年金や共済年金の受給者でその加入期間が 20年以
上、または40歳以降の加入期間が10年以上ある人

■老人保健の適用を受けていない人

●退職被保険者の扶養家族
　退職被保険者と一緒に暮らし、主として退職被保険者
の収入によって生計を維持している次の人。
1. 退職被保険者の直系尊属、配偶者（内縁関係でもよい）
および三等新内の親族

2.配偶者（内縁関係でもよい）の父母および子
　退職被保険者本人が75 歳（寝たきりなどの人は65 歳）
になって、老人保健の適用を受けるようになたったとき、
または死亡したときは、扶養家族は国保の被保険者とな
ります。

２　加入手続

　年金受給権の発生後、年金証書を受けてから14 日以内
に、国保の担当窓口に届け出てください。
　国保から「国民健康保険退職被保険者証」が交付され
ます。

必要なもの

年金証書　　　印かん　　　保険証

※既に国保に加入している人に年金受給権が発生したときは、加入

の届け出が省略できる場合があります（国保が加入手続をします）。

３　保険税（料）

　退職被保険者の保険税（料）は一般保険者に準じて算
定され、世帯単位に割り当てられます。

４　医療を受けるとき

　医療機関の窓口に「国民健康保険退職被保険者証」を
提示して医療を受けます。なお、70 歳以上の人は高齢受
給者証も提示します。

医療費の自己負担額

　医療費の自己負担分は、一般の国保加入者と同じ 3
割ですが、給付費（被保険者の負担金以外の医療費）
は会社等の健康保険からの交付金でまかなわれていま
す。正しい適用がされないと国保が負担する医療費は
増大し、保険税（料）の余分な増加につながりますので、
必ず加入の届け出をしてください。

　会社などを退職しても、その職場の健康保険の被保
険者期間が 2 ヵ月以上であった場合には、退職後ひき
つづき 2 年間は、継続して被保険者になることができ、
在職中と同じように病気、けが、出産、死亡について
給付を受けられます。

◎手続きは20日以内に
　「任意継続被保険者資格取得申請書」を資格喪失後
20 日以内に職場の健康保険組合に提出します。

◎保険料は全額自己負担
　保険料は事業主の負担がなくなりますので、全額自
己負担となります。

（退職被
保険者）

外　来 入　院

※入院時の食事代は別途負担とな
ります。

※70 歳以上の人は、医療費の1 割
または2割の負担となります。

※3 歳未満児の医療費は、2 割負
担となります。

第16回首都圏ふるさと井川会
□とき　11 月20 日（土）　午後2時開会
□会場　日本青年館中ホール（東京都新宿区）

問い合わせは、井川町情報課まで
電話（874）4413、有線4566

第15回八郎湖合唱祭
日時：11 月21 日（日）　正午開演
場所：井川町環境改善センター　　

♪八郎湖周辺町村の合唱団
　17 団体340 人が参加・30 曲以上演奏
♪入場無料です

～ご近所誘いあって見に来てください～

◇問い合わせ◇
音楽同好会・三浦成美（井内）まで
電話（874）3331・有線4123



16

井川町役場　0018-874-4411
ＵＲＬ http://www.town.ikawa.akita.jp/
E-mail jouhou@town.ikawa.akita.jp

確定申告はセリオンで！

秋田北税務署の確定申告会場がポート
タワーセリオンに変わります。所得税
( 譲渡所得を含む)・消費税・贈与税の
申告が必要な方、税金の還付を受ける
方を対象とした確定申告会場です。確
定申告書用紙の配布・確定申告書の受
付も行ないます。
なお、税務署には相談会場を設置いた
しません。

◇開設期間
平成17 年１月27 日～3 月15 日

(土・日・祝日を除きます)
◇受付時間
午前９時～11 時まで
午後１時～４時頃まで

年末調整説明会を開催します

秋田北税務署では、給与などの支払い
がある源泉徴収義務者の方を対象に。
年末調整説明会を開催します。

■日時　11 月26 日(金)
午前10 時・午後1時30 分(2 回)

■会場　セリオンプラザ（秋田市土崎）
問い合わせは、
秋田北税務署法人課税部門まで
電話０１８(８４５)１７９８

一日・法務局なんでも相談所を開設

法務局の所掌事務(登記・供託・戸籍・
人権擁護) に関して悩みごとがあると
きは、ご相談ください。
●土地建物の名義を変えたい
●近所とトラブルがある
●名誉・信用を傷つけられた　など

■日時　11月28日( 日)
午前10時～午後3時

■場所　秋田駅トピコ3階

■主催　秋田地方法務局

ひとり親家庭生活支援講習会

南秋田・河辺郡母子寡婦福祉連合会
では母子・寡婦家庭を対象とした講習
会を次のとおり開催します。

■日時　11月６日(土)午前10時～12時

■会場　昭和町農村環境改善センター

■内容　講演「養育費問題について」
秋田弁護士会 狩野 節子 氏

問い合わせは
南秋田・河辺郡母子寡婦福祉連合会
(秋田地域振興局　秋田福祉事務所内)
電話０１８(８５５)５１７１ まで

冬タイヤ、早めの装着を！

11月は「冬タイヤ装着運動月間」です

　雪国のドライバーなら冬道の怖さ、知ってま
すね。11月に入ると雪はいつ降るのか、道路は
いつ凍るのか分かりません。あなたのために、
歩行者のために、みんなの安心のために、冬タ
イヤは早めの装着を！

平成 15 年 平成 14 年 平成 13 年

初雪日 11 月 22 日 11 月 2 日 11 月 14 日

初積雪日 12 月 7 日 11 月 2 日 11 月 26 日

過去3年間の初雪日と初積雪日
秋田県の初雪平年日 11月 12日

データ：秋田地方気象台（観測地：秋田市）

メビウスＯＢ会主催研修会

地域の将来を語る
町村合併という大きなうねりを前

に私たちは何を考え、何を始めなけ
ればならないのでしょうか。今、こ
れからの 10年、20年先の地域社
会を見据えた研鑚を始める良い時期
ではないでしょうか。どうぞ、ご自
由にご参加ください。

■日時と講師
第１回　11月６日(土)

八郎潟町長　土橋多喜夫 氏
第２回　11月13日(土)

大潟村長　黒瀬　喜多 氏
第３回　11月19日(金)

五城目町長　佐藤　邦夫 氏
第４回　11月27日(土)

井川町長　齋藤　正寧 氏

■会場　八郎潟町青年婦人会館
ロマンの里（八郎潟町役場向い）

■日程　午後５時30分(開場・受付)
　　　　午後６時～　　　講演会

主催　八郎潟青年者異業種交流会メ
ビウスＯＢ会・八郎潟青年者異業
種交流会メビウス・八郎潟町商工
会青年部

※八郎潟町を中心に、周辺に住む様々な職
種の青年勤労者が集まり10年前に発足
したメビウス（八郎潟青年者異業種交
流会）では、会則として45歳定年制を
設けております。ＯＢとなった会員も
今年40名近くになり、新たな事業を始
めることになり、今回の研修会の開催
となりました。
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テレフォンカードが当たる

広報クイズ　No.154

◆今月の問題
(1) 第 19回井川アップルマラソンの参加者は

何人ですか？
(2) 秋の火災予防週間は何日から何日までです

か？
(3)11月 21日に開催される八郎湖合唱祭、参

加団体は何団体ですか？

◆応募の方法
ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、
町内の方は世帯主名を記入してください。
たくさんの応募をお待ちしております。

◆あて先
〒018-1596　井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1

井川町役場情報課　広報係まで

◆しめきり
11月 19日 ( 金 ) 当日消印有効

クイズの正解者の中から抽選で5人の方にテ
レフォンカードをプレゼント。前回の答えは
(1)102歳、(2)30億5,557万2千円、(3)6,052
人でした。当選者は次のとおりです。伊藤洋子
さん(横岡)、伊藤里咲さん(五城目町)、外木雄
さん(神奈川県)、清水ルミ子さん(東京都)に、
テレフォンカードをお送りします。

広報クイズ　No.159

11月の
　３　日�

　７　日�～ 13日�

11日�

14日�

20日�

21日�

23日�

文化の日

　　　　　秋の火災予防運動

第15回合併協議会
（八郎潟町農村環境改善センター）

全町卓球大会（町民体育館）

首都圏ふるさと井川会総会
（東京都・日本青年館）

八郎湖合唱祭（町農村環境改善センター）

勤労感謝の日

保健だより● 11月分

健康相談・母子健康手帳交付・わいわい広場�
健　診　名�月　　日� 内　　　　　　　　容� 時間・会場�

健　康　相　談�健康、栄養、睡眠に関する相談等�

母　子　健　康�
手　帳　交　付�

わ　い　わ　い�
広　　　場�

母子健康手帳・妊婦健康診査受診票交付�
保健指導、栄養指導�

乳幼児・親等が対象。みんなで遊び、情報�
交換、相談（栄養、歯科）もできます。�

11月　１　日�
00　15日�

(月)

・健診の時は問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。�
・７カ月児は､離乳食指導がありますので､１時までに受付を済ませて下さい｡�

月　　日�

３　歳　児�
健　　　診�

平成13年2月、3月、�
4月、5月生まれ�

身体計測、保健指導�
内科診察、栄養指導�

13：00～13：30�
健康センター�

す　く　す　く�
学　　　級�

平成16年8月生まれ�
身体計測、保健指導�
離乳について（試食）�

９：30～９：45�
健康センター�

乳　児　健　診�
平成16年7月、4月、1月�
15年11月生まれ�

身体計測、保健指導�
内科診察、栄養指導�

13：00～13：30�
健康センター�

11月　９　日�
(火)

11月16日�
(火)

すくすく学級・乳児健診�
健　診　名� 対　　象　　者� 内　　　容� 受付時間・会場�

月　　日�

１期初回　平成15年11月1日～16年7月30日生まれ�
　　　　　7歳6ヶ月未満で未実施の子�
�
１期追加　1期初回（3回）終了後1年を経た子�
　　　　　7歳6ヶ月未満で未実施の子�

13：30～14：00�
井川町診療所�

11月　４　日�
(木)

11月25日�
(木)

三種混合予防接種�
対　　象　　者� 内　　　容� 受付時間・会場�

月　　日�

栄養・運動・休養のバランス（講話・実技）� ９：30～12：00�
健康センター�

11月19日�
(金)

食生活改善学級�
対　　象　　者� 内　　　容� 受付時間・会場�

毎週月曜日�
※祝日は除く�

９：00～�
　17：00�
�
健康センター�

ぼくたち、
むしばなかったよ

鳥井寛
ひろや

弥ちゃん
（さくら）

2 歳児健診で
むし歯のなかった
子どもたちです。

菅原瑠
る り

梨ちゃん
（羽 立）

伊藤杏
あんな

菜ちゃん
（街 道）

三浦　諒
りょう

ちゃん
（大 倉）

藤田　楓
かえで

ちゃん
（さくら）

伊藤咲
さきえ

絵ちゃん
（上 村）

森田美
み ゆ

優ちゃん
（街 道）

湊　彩
いろは

葉ちゃん
（大 倉）

伊藤美
み う

羽ちゃん
（小今戸）

高橋勇
ゆうき

輝ちゃん
（大 台）

新潟県中越地震災害義援金を新潟県中越地震災害義援金を
受け付けします受け付けします

　町では 10月 23日発生した『新潟県中
越地震』により被災された方々にお見舞
として寄せられる義援金を受け付けます。
募金箱は役場町民課窓口、井川町公民館
に設置します。受け付け期間は 11月 30
日まで。
　くわしくは、役場町民課へお問い合わ
せください。
　　　電話　018（874）4416
　　　有線　4441
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このコーナーは、毎週水曜日、有線放送の定時放送
で放送されます。ひとくち英会話のテキストとして
ご利用ください。

166

Inviting a Friend to Dinner
友だちを夕食へ招待

Erik: Dan ---- are you free Friday night?

（ダン、金曜日の夜はひま？）

Dan: Yes, why?

（うん、どうして？）

Erik: My wife and I are having a small dinner party, and 

we would like you come.

（妻と僕とでディナーパーティーをやるんだけど、君にも来て

もらいたいんだ。）

Dan: Great!  What't the occasion?

（それはいいね。パーティーの目的は何なの？）

Erik: We have just harvested corn, sweet potatoes, and 

chilies from our garden. We want to share it to 

celebrate the end of harvest.

（庭で育てていたトウモロコシ、サツマイモ、トウガラシなど

を収穫したところなんだ。収穫できたことを祝ってその喜びを

みんなで分かち合いたいんだ。）

Dan: That's very kind. Should I bring anything.

（それはとても寛大だね。僕は何か持っていけばいい？）

Erik: How about a desert.

（デザートとかはどう？）

Dan: Okay, see you then!

（うん、じゃあその時にまた。）

金足農業高校　柔道部
鎌田　友幸さん (2 年･横岡 ) ･中
武塙　仁志さん (1 年･仲台 ) ･左
湊　　　諒さん (1 年･坂本 ) ･右

　
「
試
合
を
通
じ
て
他
校
と
交
友
関
係
が
広

が
っ
て
い
く
の
が
楽
し
い
。
試
合
で
は
同
じ

階
級
に
負
け
続
け
て
し
ま
っ
て
い
る
選
手
が

い
る
の
で
、
次
こ
そ
は
勝
っ
て
や
る
と
言
い

聞
か
せ
な
が
ら
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
壁
を
乗
り
越
え
て
先
に
進
ん
で
行
き
た

い
」
と
話
す
鎌
田
友
幸
さ
ん
の
階
級
は
男
子

で
は
最
軽
量
の
六
〇
㌔
級
。
ス
ピ
ー
ド
感
あ

る
試
合
が
展
開
さ
れ
る
、
言
わ
ば
ス
ピ
ー
ド

派
。

　
「
大
腰
が
一
番
の
得
意
技
。
た
く
さ
ん
あ
る

柔
道
の
技
を
覚
え
て
い
き
、
繰
り
出
す
技
の

数
が
増
え
て
い
く
の
が
楽
し
い
。
覚
え
た
技

を
試
合
で
出
せ
た
と
き
が
一
番
気
持
ち
良
い

で
す
」
と
技
巧
派
の
武
塙
仁
志
さ
ん
は
七
三

㌔
級
。「
ど
ん
な
試
合
に
で
も
勝
つ
確
立
の

高
い
選
手
、
精
神
的
に
も
常
に
強
い
選
手
に

な
り
た
い
」
と
自
身
の
目
標
を
話
し
ま
す
。

　
「
団
体
・
個
人
で
全
国
！
」
開
口
一
番
に

言
い
切
っ
た
目
標
。
湊
諒
さ
ん
は
「
お
も
し

ろ
そ
う
だ
っ
た
か
ら
」
と
ミ
ニ
バ
ス
か
ら
一

転
、
中
学
か
ら
柔
道
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

「
筋
力
を
つ
け
て
、
相
手
を
圧
倒
す
る
パ
ワ
ー

が
ほ
し
い
。
一
本
勝
ち
し
た
時
の
ス
カ
ッ
と

す
る
気
持
ち
が
最
高
」
と
階
級
は
六
六
㌔
級

の
パ
ワ
ー
派
。
持
ち
前
の
明
る
い
性
格
で
部

内
の
士
気
を
高
め
て
い
る
よ
う
。
互
い
の
技

に
磨
き
を
か
け
合
い
な
が
ら
、
三
人
三
様
の

個
性
を
輝
か
せ
て
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

高橋 孝輔さん ( 新間 )

プロ野球選手になって、
三冠王をとり、有名にな
りたいです

滝澤 純一さん ( 井内 )

魚屋さんになって、活き
の良いハタハタを売りた
いです

三戸 美貴さん ( 今戸 )

陸上選手になって陸上競
技場を気持ちよく走りた
いです

菅生 亜希さん ( 井内 )

保母さんになって、沢山
の子どもたちと触れ合い
たいです

佐藤 真綾さん ( 横岡 )

デザイナーになって、い
ろんな服をつくりたいで
す
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井川短歌会詠草

みんなのひろば

刈
り
終
え
て
籾
積
む
車
の
助
手
席
に
野
菊
や
あ
ざ
み
の
咲
く
道
帰
る 

 

伊
藤
ミ
ヤ
子

秋
晴
れ
の
今
日
の
目
玉
の
買
物
は
孫
ら
の
好
き
な
こ
く
ま
ろ
カ
レ
ー 

児
玉
千
代
子

白
波
も
立
て
ず
に
凪
ぎ
る
深
浦
の
海
金
色
に
夕
日
は
沈
む 

伊
藤　

陽
子

常
々
に
弱
き
人
ら
に
心
配
り
せ
し
亡は

は母
の
生
き
方
を
道
み
ち
し
る
べ

標
と
す 

遠
藤
恵
美
子

狂
ひ
咲
き
を
ま
ち
が
え
咲
き
と
呼
び
直
し
妻
と
め
で
あ
ふ
テ
ッ
セ
ン
の
花 

斎
藤　

眞
人

頬
被
り
の
人
か
と
見み

紛ま
が

う
野
の
畑
の
夕
づ
く
径
に
揺
る
る
穂
芒 

小
林　

喜
作

塩
風
で
落
葉
し
た
る
桜
の
木
は
新
芽
に
花
咲
き
季
節
は
狂
う 

渡
部　

光
造

ミ
ニ
ス
キ
ー
履
い
て
ハ
ウ
ス
に
ほ
う
れ
ん
そ
う
の
種
蒔
機
押
せ
ば
額
に
汗
す 

小
林　

タ
ミ

秋
な
の
に
新
緑
萌
え
て
真
っ
盛
り
男
鹿
の
山
見
て
水
族
館
め
ぐ
り 

工
藤　

美
穂

う
か
ら
等
は
そ
れ
そ
れ
ぞ
れ
に
留
守
に
し
て
読
書
に
ひ
た
る
一
人
居
の
部
屋 

鈴
木　

鉱
造

磨
か
ね
ば
錆
び
る
と
い
う
は
パ
チ
ン
コ
の
球
の
み
に
あ
ら
ず　

ま
し
て
わ
が
頭ず

は 

す
ず
き 

い
さ
む

児
玉
明あ

き

ほ

希
保
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

お兄ちゃん達にもまれて !?
元気いっぱい！
泣きだしそうな時も
お兄ちゃんを見れば、
すぐニッコリです。　

「
八
郎
湖
合
唱
祭
」
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
。
ご
存
知
で
は
無
い
方
も
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
八
郎
湖
周
辺
町

村
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
華
や
か
な

衣
装
に
身
を
つ
つ
み
、
き
れ
い
な
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
聴
か
せ
て
く
れ
る
年
に
一

回
の
コ
ー
ラ
ス
祭
で
す
。
開
催
地
は
持

ち
回
り
で
、
今
年
は
井
川
町
が
当
番
。

十
七
団
体
三
四
〇
人
も
の
歌
好
き
が
集

い
ま
す
。
井
川
町
か
ら
は
「
コ
ー
ル
井

川
さ
く
ら
」
と
私
た
ち
「
音
楽
同
好
会
」

が
参
加
予
定
。
ど
ち
ら
も
近
づ
く
本
番

に
向
け
て
練
習
す
る
歌
声
に
一
層
熱
が

入
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
ラ
ス
の
楽
し
さ
は
、
皆
で
ひ
と

つ
の
歌
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
に

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
合
唱
祭
の
よ
う
な

発
表
の
場
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
と

て
も
励
み
に
な
り
、
練
習
に
も
力
が
入

り
ま
す
。
自
分
の
パ
ー
ト
を
し
っ
か
り

歌
い
あ
げ
る
こ
と
や
、
他
の
パ
ー
ト
を

聴
き
な
が
ら
声
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
難

し
い
の
で
す
が
、
歌
う
こ
と
が
大
好
き

な
仲
間
た
ち
と
の
練
習
は
楽
し
い
の
一

言
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
音
程
が
ズ
レ

た
り
、
狂
っ
た
り
す
る
私
た
ち
に
気
長

に
つ
き
合
っ
て
く
れ
、
明
る
く
笑
い
の

う
ち
に
正
確
な
音
程
に
引
き
上
げ
て
く

れ
る
白
川
尚
美
先
生(

街
道)

の
指
導

が
あ
っ
て
こ
そ
、
歌
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
く
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
う

れ
し
く
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

最
近
は
合
唱
祭
に
向
け
て
の
練
習
時

間
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
最

高
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
会
場
い
っ
ぱ
い
に

響
か
せ
た
い
一
心
で
み
ん
な
真
剣
に
練

習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
、
十
一
月
二
十
一

日
の
日
曜
日
、
感
動
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
に

ど
っ
ぷ
り
浸つ

か
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

お
昼
十
二
時
半
開
演
で
す
。
井
川
町
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
ぜ
ひ
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
準
備
し
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

「八郎湖合唱祭に向けて」

伊　藤　ゆり子さん
（八　幡）

父
・
謙
次
さ
ん

小
竹
花
町
内

母
・
敦
子
さ
ん

お兄ちゃんの晴雅くんとお兄ちゃんの晴雅くんと

優晴くんと一緒にパチリ！優晴くんと一緒にパチリ！
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５
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課　
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１
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１
５
９
６　

秋
田
県
南
秋
田
郡
井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
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―
１　

0
０
１
８
（
８
７
４
）
４
４
１
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
（
８
７
４
）
２
６
０
０　

※
印
刷
／
秋
田
協
同
印
刷
㈱

　

十
月
二
十
一
日
、
町
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行

な
わ
れ
た
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
研
修
会
、

〝
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
〞
を
テ
ー
マ
に
講

話
さ
れ
た
筑
波
大
学
・
谷
川
武
助
教
授
の
言

葉
。「
個
人
的
な
考
え
だ
が
、
人
は
健
康
の

た
め
に
だ
け
生
き
る
の
で
は
な
い
。
お
い
し

い
料
理
を
食
べ
過
ぎ
る
こ
と
も
無
く
、
酒
も

飲
ま
ず
、
夜
更
か
し
も
せ
ず
、
寝
過
ぎ
る
こ

と
も
無
く
、
体
に
良
い
こ
と
だ
け
を
続
け

て
、
百
歳
を
迎
え
て
…
。
色
々
な
価
値
観
は

あ
る
と
思
う
が
、
果
た
し
て
そ
れ
が
本
当
に

幸
せ
な
の
だ
ろ
う
か
。
健
康
づ
く
り
は
マ
ラ

ソ
ン
の
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
。
百
歳
に
到
達
す

る
の
を
目
標
に
ひ
た
す
ら
健
康
だ
け
に
気
を

つ
け
て
人
生
を
送
る
こ
と
で
は
な
い
。
元
気

で
長
生
き
、
か
つ
楽
し
い
人
生
を
送
る
た
め

の
健
康
づ
く
り
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

　

さ
て
本
題
、健
康
づ
く
り
に
お
い
て
休
息
・

睡
眠
の
大
切
さ
を
知
る
研
修
会
。
睡
眠
時
無

呼
吸
症
候
群
は
「
い
び
き
が
う
る
さ
い
」
と

い
っ
た
症
状
に
表
れ
、
主
に
肥
満
が
原
因
と

の
こ
と
。
そ
う
言
う
私
も
成
人
後
の
成
長
期

に
入
り
、
ひ
と
ま
わ
り
以
上
お
腹
が
…
。

　

町
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
パ
ル
ス
オ
キ
シ

メ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
睡
眠
の
質
を
み
る
検

査
器
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。
い
び
き
の
気

に
な
る
方
は
ど
う
ぞ
。 

け

大
台
町
内
は
井
内
町
内
よ
り
三
㎞
程
山
あ

い
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
時
代
を
さ

か
の
ぼ
れ
ば
江
戸
末
期
、
二
田
堰
工
事
が
施

行
さ
れ
た
頃
か
ら
集
落
が
形
成
さ
れ
た
と
言

い
伝
わ
り
、
こ
の
工
事
の
功
績
に
よ
り
頂
い

た
と
さ
れ
る
二
田
姓
の
多
い
集
落
で
す
。
当

時
か
ら
五
穀
豊
穣
・
無
病
息
災
・
家
内
安
全

の
守
護
神
と
し
て
太
平
山
三
吉
神
社
本
宮
の

分
社
と
し
て
太
平
山
神
社
が
あ
り
、
地
域
の

精
神
的
な
支
え
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
地
域
は
爼
山
の
ふ
も
と
に
あ
り
、
町

の
水
道
、
田
畑
等
の
多
目
的
水
源
地
と
し
て

井
川
全
域
に
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
特

に
環
境
保
全
に
気
を
配
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
幸
い
下
水
道
（
合
併
浄
化
槽
）
は
い
ち

早
く
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
は
緑
豊
か
な

山
々
に
恵
ま
れ
、
春
か
ら
秋
ま
で
山
菜
の
宝

庫
で
す
が
、
入
山
時
に
ご
み
の
持
込
み
が
見

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
全
町
民
の
大
切

な
資
源
で
あ
る
こ
と
を
思
い
返
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
内
の
人
口
構
成
を
み
る
と
、
多
分
に
も

れ
ず
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
六
十
歳
以
上
が

四
八
％
で
、
町
内
行
事
へ
の
参
加
が
厳
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
町
内
住
民
全
員

の
相
互
理
解
の
も
と
で
行
な
わ
れ
る
春
の
道

路
清
掃
・
神
社
清
掃
、
公
民
館
・
運
動
広
場

各
所
の
草
刈
り
、
花
壇
づ
く
り
、
ヤ
マ
ビ
ル

防
除
作
業
、
冬
の
雪
お
ろ
し
、
そ
し
て
特
に

二
㎞
に
及
ぶ
桜
ロ
ー
ド
（
井
川
ダ
ム
〜
水
道

浄
水
場
間
）
は
満
開
時
に
は
す
ば
ら
し
い
の

一
言
で
す
が
、
桜
ロ
ー
ド
・
県
道
と
合
わ
せ

た
草
取
り
等
々
は
高
齢
者
の
協
力
が
支
え
と

な
り
、
ま
た
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

反
面
、若
者
の
後
継
者
不
足
が
大
問
題
で
、

集
落
存
亡
の
危
機
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
鮭サ

ケ

は
必
ず
ふ
る
さ
と
の
生
ま
れ

た
川
に
戻
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
近
年
で
は
町

内
に
ホ
タ
ル
が
戻
っ
て
き
て
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
時
代
の
流
れ
は
変
わ
れ
ど
も
、
ふ

る
さ
と
を
思
う
人
の
心
と
川
の
流
れ
景
観
は

変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
若
い
人
た
ち

も
ふ
る
さ
と
を
見
直
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
大
台
町
内
会
長　

小
林
次
徳
さ
ん
）

ふ
る
さ
と
を
思
う
人
の
心
と

川
の
流
れ
景
観
は
変
わ
ら
ず


